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農産物直売所マップ紹介

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

問農林課　☎22-1253

評評

白石の魅力をフレームに
手づくりの「福中コラージュ」を寄贈

　３月16～23日、福岡中学校の生徒が市内の
公共施設や介護施設など20カ所に「福中コラ
ージュ」を寄贈しました。このコラージュは、
本市の自然や文化など地元の誇れるものを素材
として、フレームの中に自由に表現した作品。
生徒は「魅力がたくさんの白石を活気あるまち
にしていきたいです」と話してくれました。

地域防災の要として
令和５年度白石市消防団春季消防演習

　４月２日、白石川緑地公園で「令和５年度白
石市消防団春季消防演習」を行いました。演習
には白石市消防団の８分団から530人が参加。
部隊訓練や実地放水などを行い、日ごろの訓練
成果を披露しました。大

おお
野
の
芳
よし
郎
ろう
消防団長は「市

民へ防火意識を呼びかけ、消防技術向上の訓練
を継続してほしい」と団員へ訓示しました。

▲白石川へ向けて一斉放水！

▲図書館職員に「福中コラージュ」を手渡す生徒

市内の農産物
直売所情報▶

地元の伝統工芸を学ぶ
市内小学生による「こけしの絵付け」体験

蔵王山麓に春の訪れ
水芭蕉の森開園式

　４月13日、白石第一小学校でこけしの絵付け
体験が行われました。この絵付け体験はこけし
工人を講師に迎え、市内小学校６年生を対象に
実施。児童たちは顔や模様の描き方を教わり、
思い思いのこけしを描いていました。
　児童の作品は「第65回全日本こけしコンクー
ル」の会場に展示されます。

　３月28日、福岡深谷地内にある「水芭蕉の森」
の開園式を行いました。同園には数万本のミズ
バショウが群生しており、毎年春の訪れを告げ
るかわいらしい花を目当てに多くの方が訪れ、
憩いの場として親しまれています。
　訪れた参加者は「ミズバショウを見ると春の
足音を感じられますね」と話してくれました。

▲真剣に絵付けをする児童たち

▲ミズバショウを堪能しながら園内を散策する参加者たち

　持ち運びに便利なポケットサイズ版で、市役所１階
総合案内窓口や農林振興センター（農林課）、観光案内
所に設置しています。各直売所には旬の野菜やオスス
メ商品などを取りそろえています。マップを片手に、ぜ
ひ直売所を巡ってみてください！
※�白石市農産物直売所連絡協議会に加盟する直売所の
情報を掲載しています。

※�詳しい情報は、各直売所までお問い合わせください。

◀マップの表
紙はカラフ
ルな水色で
す！

▲各直売所の場
所や営業時間
などを掲載し
ています
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


